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(57)【要約】
【課題】　内障子の下框部分における耐火性能が高い上
げ下げ窓を提供する。
【解決手段】　枠体と、内障子とを備え、枠体は、下枠
と縦枠を有していて、縦枠の内周側にガイド溝を形成し
てあり、内障子は、縦枠のガイド溝に沿って上下動自在
であって、下框と縦框を有していて、下框の左右端に縦
框を取り付けてあり、下枠の室内側にタイト材ホルダを
立設してあって、タイト材ホルダに取り付けたタイト材
は、内障子閉鎖状態において下框の室内側部分に当接す
るものであり、下框は、エッジ材を有しており、エッジ
材は、内障子閉鎖状態において下枠のタイト材ホルダの
室外側面に対向する垂下片を有していて、左右端が縦枠
のガイド溝に呑み込まれている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体と、内障子とを備え、枠体は、下枠と縦枠を有していて、縦枠の内周側にガイド溝
を形成してあり、内障子は、縦枠のガイド溝に沿って上下動自在であって、下框と縦框を
有していて、下框の左右端に縦框を取り付けてあり、下枠の室内側にタイト材ホルダを立
設してあって、タイト材ホルダに取り付けたタイト材は、内障子閉鎖状態において下框の
室内側部分に当接するものであり、下框は、エッジ材を有しており、エッジ材は、内障子
閉鎖状態において下枠のタイト材ホルダの室外側面に対向する垂下片を有していて、左右
端が縦枠のガイド溝に呑み込まれていることを特徴とする上げ下げ窓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上下に二枚の障子を備える上げ下げ窓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、外障子と内障子を備え、少なくとも内障子が上下動自在な上げ下げ窓があり（外
障子は上下動自在なもの（内障子と連動するものも含む）と固定されているものがある）
、建築物の躯体に取り付けられる場合や、ドアに取り付けられる場合がある。図８に示す
のはその一例であり、ドアの中央に開口部を形成してあって、外障子１０２ａ及び内障子
１０２ｂを上下動自在に取り付けてある（外障子１０２ａと内障子１０２ｂは連動する）
。閉鎖時において、外障子１０２ａは上側、内障子１０２ｂは下側となる。ここで内障子
１０２ｂに着目すると、図７に示すように、閉鎖時において、内障子１０２ｂの下框１２
２ｂは下枠１１２に設けたタイト材１１６に当接するものであって、室外側に垂下片１３
１を有している。この垂下片１３１は、室外側からの雨水の浸入を防ぐものであり、左右
端には樹脂製のキャップ１３０ａを取り付けてある。この樹脂製のキャップ１３０ａには
、外障子１０２ａと内障子１０２ｂを連動させるためのワイヤ１３０が接続される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、このような従来の上げ下げ窓が火災時に炎にさらされると、下框１２２
ｂの左右端の樹脂製のキャップ１３０ａが溶け、縦枠１１３と下框１２２ｂの間に隙間が
生じて炎が侵入する。そして、下枠１１２や下框１２２ｂに熱伸びやガタツキが生じ、さ
らにタイト材１１６が溶けることで、下枠１１２と下框１２２ｂの間に隙間が生じて室内
外が連通し、延焼につながるおそれがあった。
【０００４】
　本発明は、上記事情を鑑みたものであり、内障子の下框部分における耐火性能が高い上
げ下げ窓を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、枠体と、内障子とを備え、枠体は、下枠と縦枠を有していて、縦枠の内周側
にガイド溝を形成してあり、内障子は、縦枠のガイド溝に沿って上下動自在であって、下
框と縦框を有していて、下框の左右端に縦框を取り付けてあり、下枠の室内側にタイト材
ホルダを立設してあって、タイト材ホルダに取り付けたタイト材は、内障子閉鎖状態にお
いて下框の室内側部分に当接するものであり、下框は、エッジ材を有しており、エッジ材
は、内障子閉鎖状態において下枠のタイト材ホルダの室外側面に対向する垂下片を有して
いて、左右端が縦枠のガイド溝に呑み込まれていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、下框に取り付けたエッジ材の左右端が縦枠のガイド溝に呑み込まれて
いるので、見込方向から見て縦枠とエッジ材の間に隙間がなく、火災時において垂下片が
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タイト材を炎熱から確実に保護して、室内外が連通することを防ぐ。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の上げ下げ窓における内障子の下端部の室外側正面図（図２（ａ）のＡ部
）である（網戸枠体は図示省略）。
【図２】上げ下げ窓を備えるドアを示し、（ａ）は室外側正面図（網戸枠体は図示省略）
、（ｂ）は室内側正面図である。
【図３】内障子の下端部の縦断面図である。
【図４】エッジ材と接続部材の位置関係を示す説明図である。
【図５】上げ下げ窓を備えるドアの縦断面図である。
【図６】上げ下げ窓を備えるドアの横断面図である。
【図７】従来の上げ下げ窓における内障子の下端部の室外側正面図（図８（ａ）のＢ部）
である（網戸枠体は図示省略）。
【図８】従来の上げ下げ窓を備えるドアを示し、（ａ）は室外側正面図（網戸枠体は図示
省略）、（ｂ）は室内側正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の上げ下げ窓の実施の形態を図面に基づいて説明する。なお、左右方向と
は、上げ下げ窓を室外側から見た場合（図２（ａ））の左右方向を示す。この上げ下げ窓
はどのような場所に取り付けられるものであってもよいが、ここでは勝手口などに設置す
るためのドアに取り付けた場合を示す。図２、図５及び図６に示すように、ドアは、上枠
１１と、下枠１２と、左右の縦枠１３とを四周枠組みして枠体１を構成し、その内周側に
、外障子２ａ及び内障子２ｂを嵌め込んである。左側が戸先側、右側が吊元側となってお
り、右側の縦枠１３が、丁番１０によって躯体に取り付けてある。丁番１０は、縦枠１３
の上下方向中央と、その上下の３箇所に、等間隔で配置してある。そして外障子２ａ及び
内障子２ｂは、何れも上框２１ａ，２１ｂと、下框２２ａ，２２ｂと、左右の縦框２３ａ
，２３ｂとを有し、上框２１ａ，２１ｂ及び下框２２ａ，２２ｂの左右端に縦框２３ａ，
２３ｂを取り付けて四周框組みしてあって、その内周側に、ガラスパネル２４ａ，２４ｂ
を納めたものである。閉鎖時において、外障子２ａは上側、内障子２ｂは下側となる。そ
して、内障子２ｂの上框２１ｂの上側にクレセント錠２０を設けてあり、閉鎖時に施錠可
能となっている。なお、各枠及び各框は、何れも室外側のアルミ部材と室内側の樹脂部材
からなる。
【０００９】
　より詳しくは、図６に示すように、左右の縦枠１３の内周側端部の室外側には、室外側
に延びる外周側面と外周側面の室外側端部から内周側に延びる室外側面からなる持出部１
３ａを形成してあり、この持出部１３ａにより、縦枠１３の内周側端部の見込幅が広くな
っている。そして、縦枠１３（及び持出部１３ａ）の内周側には、上下に延びる２本のガ
イド溝１４ａ，１４ｂが並んで形成してある。ガイド溝１４ａ，１４ｂは断面略コ字形で
、室外側のガイド溝１４ａは持出部１３ａ部分に形成してある。そして室外側のガイド溝
１４ａには外障子２ａの左右端（縦框２３ａ）が納まり、室内側のガイド溝１４ｂには内
障子２ｂの左右端（縦框２３ｂ）が納まっていて、外障子２ａ及び内障子２ｂは上下動自
在となっている。なお、この外障子２ａと内障子２ｂはワイヤ３０により連結されていて
連動するようになっており、一方の障子を動かすと、他方の障子が反対方向に同距離だけ
動く。また、図５に示すように、上枠１１の内周側（下側）端部の室外側にも、縦枠１３
と同様に外周側面と室外側面からなる持出部１１ａを形成してあり、外障子２ａの閉鎖状
態において、外障子２ａの上端（上框２１ａ）が納まる。さらに、下枠１２の内周側（上
側）端部の室外側には、室外側に延びる延出片１２ａを形成してある。
【００１０】
　さらに、図３に示すように、下枠１２の内周側（上側）端部の室内側（アルミ部材部分
）には、上向きに延びる立設片１７を形成してあり、立設片１７の上端には、タイト材ホ
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ルダ１５を形成してある。タイト材ホルダ１５は、上向きに開口する溝状のもので、タイ
ト材１６を嵌め込んで取り付けてある。タイト材１６は、不燃性のものであって、内障子
２ｂの閉鎖状態において、内障子２ｂの下端（下框２２ｂ）の室内側部分に当接して、気
密性・水密性を確保するものである。
【００１１】
　そして、図１及び図３に示すように、内障子２ｂの下框２２ｂは、エッジ材３を有して
いる。エッジ材３は、水平片３２と、水平片３２の室外側端から下向きに延びる垂下片３
１からなる断面略Ｌ字形のもので、水平片３２を下框２２ｂの下面にネジ止めしてある。
水平片３２の見込幅は下框２２ｂの見込幅より短く、下框２２ｂの室外側寄りに取り付け
てあって、内障子２ｂの閉鎖状態においてタイト材１６とは干渉しない。そして垂下片３
１は、下框２２ｂの室外側端に位置していて、下框２２ｂの室外側面から垂下片３１の見
込厚さ分だけ室外側に突出しており、縦框２３ｂの室外側面と面一になっている。また、
垂下片３１は、内障子２ｂの閉鎖状態において、下枠１２のタイト材ホルダ１５の室外側
面に対向している。さらに、図１に示すように、エッジ材３の左右幅は、下框２２ｂの左
右幅より長く、エッジ材３の左右端は、縦枠１３のガイド溝１４ｂに呑み込まれている。
なお、縦框２３ｂの下端部には、外障子２ａと内障子２ｂを連動させるためのワイヤ３０
を接続するための接続部材３０ａを取り付けてあるが、図４に示すように、接続部材３０
ａは縦框２３ｂの室内側部分に係合しており、室外側に位置するエッジ材３とは干渉しな
い形状となっている。また、垂下片３１の室内側面には、室内側に向けて開口する溝状の
発泡材ホルダ３３を形成してあって、加熱発泡材４を嵌め込んで取り付けてある。一方、
下枠１２の立設片１７の室外側にも、室外側に向けて開口する溝状の発泡材ホルダ１８を
形成してあって、加熱発泡材４を嵌め込んで取り付けてある。この加熱発泡材４は、加熱
されることにより発泡して厚さ方向（取付面に対して垂直方向）に膨張するものであって
、火災時に発泡して下枠１２と下框２２ｂとの隙間を塞ぐ。
【００１２】
　このように構成した上げ下げ窓によれば、内障子２ｂの下框２２ｂに取り付けたエッジ
材３の左右端が縦枠１３のガイド溝１４ｂに呑み込まれているので、見込方向から見て縦
枠１３とエッジ材３（下框２２ｂ）の間に隙間がなく、火災時において、エッジ材３の垂
下片３１がタイト材１６を炎熱から保護する。また、内障子２ｂの下框２２ｂより左右に
長いエッジ材３に加熱発泡材４を取り付けてあり、下枠１２の立設片１７に取り付けた加
熱発泡材４と併せて、火災時に発泡して内障子２ｂ下端部の全長を覆い、下枠１２や下框
２２ｂの熱伸びやガタツキにより生じた隙間を塞ぐ。これらにより、火災時に内障子２ｂ
の下端部において室内外が連通することを確実に防ぐ。
【００１３】
　なお、図５及び図６に示すように、上枠１１及び縦枠１３に形成した持出部１１ａ，１
３ａには、カバー５を取り付けてある。カバー５は、見込面と見付面を有していて、持出
部１１ａ，１３ａの外周側面と室外側面を覆うものであり、カバー５の見込面と持出部１
１ａ，１３ａの外周側面及びカバー５の見付面と持出部１１ａ，１３ａの室外側面の間に
は、空間部５ａが形成されている。このカバー５により、持出部１１ａ，１３ａが直接炎
にさらされることはなく、さらに、空間部５ａがあるので炎の熱が持出部１１ａ，１３ａ
に伝わりにくい。これらにより、火災時において持出部１１ａ，１３ａが溶け落ちること
を防いでおり、外障子２ａが脱落して室内外が連通してしまうことがない。また、カバー
５の室外側面には、網戸枠体６を取り付けてある。網戸枠体６は、上げ下げ窓の開放時に
おいて虫の侵入を防ぐものであり、カバー５の室外側面が網戸枠体６に覆われることで、
より炎の熱が持出部１１ａ，１３ａに伝わりにくくなる。そして、網戸枠体６を持出部１
１ａ，１３ａに直接取り付けると、網戸枠体６の荷重が持出部１１ａ，１３ａの先端に集
中してかかるが、網戸枠体６をカバー５に取り付けると、網戸枠体６の荷重がカバー５を
介して持出部１１ａ，１３ａの全体に分散し、持出部１１ａ，１３ａの変形が抑制される
。
【００１４】
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　また、外障子２ａ及び内障子２ｂのガラスパネル２４ａ，２４ｂの全周にわたって、鉄
製で断面コ字形のパネル支持材７を取り付けてある。これは、サッシが炎熱にさらされて
上框２１ａ，２１ｂ、下框２２ａ，２２ｂ及び縦框２３ａ，２３ｂが融解した場合にガラ
スパネル２４ａ，２４ｂが外れるのを防ぎ、上げ下げ窓の気密性を維持するためのもので
ある。
【００１５】
　さらに、外障子２ａ及び内障子２ｂの、各框（上框２１ａ，２１ｂ、下框２２ａ，２２
ｂ及び縦框２３ａ，２３ｂ）の中空部内には、鉄製で断面コ字形の補強材８を挿入してあ
る（外障子２ａの上框２１ａの補強材８のみ、断面Ｌ字形である）。補強材８は各框の全
長にわたるもので、外側からネジ止めしてある。これは、サッシが炎熱にさらされた際に
、各框の伸びを抑えるためのものである。なお、エッジ材３は内障子２ｂの下框２２ｂの
補強材８にネジ止めされており、火災時に下框２２ｂが変形・融解してもエッジ材３が脱
落しない。
【００１６】
　また、内障子２ｂの下框２２ｂ部分以外にも、各ガイド溝１４ａ，１４ｂの内側、上枠
１１の持出部１１ａの内側、上側のカバー５の内側、各障子２ａ，２ｂの縦框２３ａ，２
３ｂの外周側面、パネル支持材７の内側、外障子２ａの下框２２ａの室内側面と内障子２
ｂの上框２１ｂの室外側面の各所に加熱発泡材４を取り付けてあり、火災時に隙間を塞ぐ
。
【００１７】
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。たとえば、外障子と内障子が連動せず独立
して開閉できるものや、外障子が固定されているものであってもよい。また、網戸枠体に
替えて、格子体を取り付けてもよい。さらに、ドアに取り付けるもののほか、建築物の躯
体に取り付けるものであってもよい。また、エッジ材は、水平片が下框の室内側端まで延
びていて、タイト材が水平片に当接するものであってもよい。さらに、エッジ材は垂下片
を有していればどのような形状であってもよく、下框の室外側面にネジ止めするものであ
ってもよい。
【符号の説明】
【００１８】
　　　１　枠体
　　　２ｂ　内障子
　　　３　エッジ材
　　１２　下枠
　　１３　縦枠
　　１４ｂ　ガイド溝
　　１５　タイト材ホルダ
　　１６　タイト材
　　２２ｂ　下框
　　２３ｂ　縦框
　　３１　垂下片
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